
「市民参加のまちづくり」の参考事例として、地域の特色あふれる活動を紹介するコーナー。�

今月は「地域の情報発信」に着目した拡大版。市内４つの地域の取り組みを紹介します。�
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北東白石地区では、昨年12月11日に、
より良いまちづくりを目指して「北東白
石まちづくり委員会」を発足させました。�

委員会では地区内の各種情報を伝える
ために地域情報広報委員会（14人）を設
置。情報紙発行に向けて動き始めました。�

委員会内で担当者を決め、取材から原
稿作成までを行い、｢北の郷里｣第1号
を6月1日に発行。町内会で回覧しました。�

「北の郷里」は大切な情報源�
パソコン教室から広がったお付き合い
でパークゴルフにも参加させていただ

き、充実した毎日を
送っています。「北
の郷里」はこれから
も発行し続け
てほしいですね。�

地域情報発信の夢は広がる�
現在｢北の郷里｣は町内会の回
覧で各家庭に回していますが、
今後の夢は全戸配布。さらに、今、

ホームページ
の作成に向け
て頑張ってい
ます。�

島田さんから�

地域のみんなは�
生活に密着した情報が�
欲しいんじゃないか？�
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8月には第2号が発行された「北の郷里」。広報委員
会では、さらに内容を充実させ、地域の皆さんに活用
される情報紙を目指しています。�
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地区内の課題に�
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北東白石まちづくりセンター所長　富田 秀則�

まちづくりセンターは、「北の郷里」作成について、打ち合わせの
場所や印刷機の提供、ホームページ研修の実施などでかかわらせ
ていただいています。今後もこのような住民の皆さんの活動を支え
ていきますので、お気軽に“まちセン”に来て、ご相談ください。�

“縁の下の力持ち” まちづくりセンター�まちセン�

所長から�

町内会や市民団体などがホームページで情報発信する際に、市が用意したサーバー※を利用できます。�
今回紹介した「タッピ－元町」も「厚別中央・ふれあい・e情報」もこのサーバーを利用しています。�
詳しくはIT推進課（地域情報担当）�211-2184までお問い合わせください。�
※サーバーとは、ネットワーク上でほかのコンピューターにファイルやデータなどの各種情報を提供するコンピューターのこと。�

札幌市コミュニケーション支援サーバー�
�
札幌市コミュニケーション支援サーバー�
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活用してね!
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